





















Intensive Japanese Classes of the Japan-Expert (Bachelor 
Degree) Program, University of Tsukuba
                                    　 IRIYAMA Miho
【Abstract】In 2014, the University of Tsukuba was selected by the Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) as one of the Top 
Global Universities. Consequently, the Japan-Expert (bachelor degree) Program 
was established in 2016 to train international students who can work as mediators 
between Japan and their home countries. In intensive Japanese classes, our purpose 
is for students with N2 or N3 Japanese language proficiency levels to acquire 
comprehensive Japanese language skills in order to study one of the major courses 
in Agricultural Science, Healthcare, Art and Design, or Japanese Language Teacher 
Training. In this report, I will outline the intensive Japanese classes, describe their 
contents, and consider issues for future research.







度秋学期に第 1 期生が入学し、2018 年 10 月に第 3 期生が入学した。








教育のいずれかの専門性を身につけさせるために、以下の表 1 のように 4 つの学群・学
類の中に、4 つのコースを開設している。
表１ 学群・各学類と各コースの学士名
学群・学類名 学士名 コース名 学士名
生物資源学類 生物資源学 アグロノミスト養成 農学
看護学類 看護学 ヘルスケア ヘルスケア
芸術専門学群 芸術学 日本芸術 芸術学
日本語・日本文化学類 文学 日本語教師養成 日本語教育
4 コースのうち 3 コースで学群・学類と学士名が異なることからもわかるように、学群・
学類とは違ったアドミッションポリシー、カリキュラムを策定している。海外在住の高
校生を受け入れることを前提にしており、プログラム生は、10 月に入学し、4 年後の 9
月に卒業する（図 1 参照）。
本プログラムでは、出願資格の日本語能力要件を日本語教師養成コースは日本語能力

















2016 2017 2016 2017 2016 2017
アグロノミスト養成 5 4 1 1 1 1
ヘルスケア 4 2 2 2 1 2
日本芸術 1 10 1 1 1 1
日本語教師養成 7 17 3 4 3 4
合計 17 33 7 8 6 8





秋学期に 1 コマ 75 分、1 日 3 コマ、週に 15 コマの日本語授業を 15 週間行い、16 週
目の試験期間中に、期末試験や試験のフィードバック、復習を行っている。




月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
1 総合日本語 文法 文法 話す 話す
2 聞く 聞く 書く 漢字 漢字
3





「読む（3 単位）」「書く（2 単位）」「文法（2 単位）」「漢字（2 単位）」「総合日本語（1 単













開設している補講日本語 6、7 レベルの授業概要（筑波大学教育推進部教育推進課 2016）
を参照して作成した。






































































本プログラムでは、3 年から 4 年次の間に関連企業や機関でインターンシップを行う
ことが必修となっていることから、インターンシップ時に必要となる日本語能力も身に
つけられるように授業内容を検討した。
4 月入学の正規生の修得単位数が 124-125 単位であるのに対し、プログラム生は入学
後半年間、日本語科目 15 単位を履修することから、138.5-139.5 単位を修得する必要
がある（表 5 参照、コースごとに若干異なる）。残りの 3 年半で 4 月入学生とほぼ同じ





表５ 2016 年度入学者 課程修了のための卒業要件の比較
日本語教師養成コース 単位 日本語・日本文化学類 単位
卒業研究等 9 卒業論文等 9
インターンシップ 3
専門科目 47.5-71.5 専門科目 51.5-75.5







































第 14 課「日本の歴史 1」
























日本語・日本文化学類開設の授業についていけるようにするために、2017 年度（第 2 期）
は、表 6 のように授業を計画した。





2016 年度（第 1 期）は、本学類の推薦図書を紹介した。また、関東在住の入学予定者に
は、8 月中旬に行われる大学説明会の模擬授業に参加してもらい、後日、レポートを提
出してもらった。海外在住の入学予定者には、模擬授業が「筑波大学チャンネル」で公
開されていることから、それを見て、レポートを書いてもらった。2017 年度（第 2 期）は、
「日本語の語彙演習」の担当教員の提案でプログラム生が模擬授業を活用して、効果的な
学習ができるように、履修生 19 名が 4 グループに分かれ、『ビデオで学ぶ　日本文化　
日本事情 vol.1』（全 153 頁）を作製した。この中には、大学説明会で行われた模擬授業
を含む 4 つの講義のスクリプト、語彙リスト、練習問題、コラムが収められており、日
本語力が低い学生でも問題なく学習できるようになっている。国内外の入学予定者には、
学習の利便性を考え、この教材の冊子を郵送した。2018 年度（第 3 期）は、「日本語の
語彙演習」の履修生 28 名がオープンコースウェアに公開されている 7 つの講義を使用し、
学習管理システム manaba で学習できる教材を作製した。manaba の特性をいかし、練
習問題、小テストがオンラインでできる仕組みになっている。
授業計画にある第 2、3 回は日本語学、第 10、11 回は日本語教育学に関する実際の授






第 2 回 授業参加：「言語と論理」 
第 3 回 授業参加：「言語と論理」 
第 4 回 「言語と論理」振り返り、語彙、ディスカッション
第 5 回 日本語教育文法と日本語文法（学校文法）とは ?   
第 6 回 日本語文法について
第 7 回 日本語文法について
第 8 回 日本語文法について
第 9 回 日本語文法について
第 10 回 授業参加：「日本語教育 II」 
第 11 回 授業参加：「日本語教育 II」 
第 12 回 「日本語教育 II」 振り返り、語彙、ディスカッション
第 13 回 授業参加：「日本語・日本文化国際研修 I」 
第 14 回 授業参加：「日本語・日本文化国際研修 I」 











第 5 ～ 9 回に行った「日本語教育文法と日本語文法」については、2016 年度に入学























































５. ２　異なるレベル（N1, N2, N3）への対応
初年度にプレースメントテストとして TTBJ を実施したところ、N1、N2、N3 レベル
に分かれたが、2 つのレベルしか開設できなかったことから、N1 と N2 は同じクラスに
－ 69 －
筑波大学Japan-Expert（学士）プログラム集中日本語授業について






本プログラムの受験時の日本語能力は N2、N3 以上としているが、実際には N1 のプ
ログラム生も入学してくるので、日本語能力に合わせると、3 つのレベルのクラスを開
設する必要があるが、入学者数が少ないことから、2 つのクラスしか開設できない。日
本語能力の高い学生には 8 科目 15 単位の中で、いくつか単位認定をする必要がある。他
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